
春の県民集会に１０００人超参加！ 

 

 

を通って桜木町までデモ行進

しました。「プラカード・デ

コレーションコンテスト」も

行われ、最優秀賞は、可愛い

帽子を皆でかぶった全国一般

（保育士さんたちは可愛かっ

たです）、優秀賞は神奈川土

建や県職労連などです。賞金

は、優秀賞で５千円と聞きま

した。可愛いといえば、優秀

賞に選ばれたユーコープ労組

の女性たちも、魔女のような

可愛いコスチュームでした。 

 

三浦市の三戸海岸の近くの小高い丘の上に「三

戸友澄墓所」がある。敷地内には三戸友澄（み

とともずみ）と家来の墓と伝えられる五輪塔と

大正 10 年（1921）に建設された「招魂碑」があ

る。三浦基次子爵の書とされる。三戸友澄とい

う人物は中世の豪族三浦一族で、三浦義澄の子

である。『新編相模国風土記稿』によれば、「三

浦介義澄の子に三戸十郎友澄あり、承久の乱に

戦死す、在名を名乗こと知べし」とある。また、

北村包直『三浦大介及三浦党』（大正 14 年）に

よれば、「三戸十郎友澄（別当義澄の子）は、兄

胤義の密書に接し、内田次郎、庄司三郎、海戸

五郎の三士を従へて上洛し、胤義と、共に勤皇

軍に属して戦死した。三士は、友澄の首級を携

へ、郷里に返り葬つた。」と記されている。承久

の乱とは 1221 年（承久 3）朝廷と鎌倉幕府との

間に起こった争乱である。この時三浦一族は、

当主・義村は鎌倉方に、弟の胤義・友澄は後鳥

羽上皇方について、一族同士が戦った。結局鎌

倉方が勝利し、胤義は自決、友澄は湖南の戦い

で討死したとされている。三戸友澄の存在につ

いては、『吾妻鏡』にも『承久記』にも記されて

おらず、謎が多い。戦前の皇国史観では、上皇

方についたということで「忠臣」扱いされてき

た。三戸友澄の存在については資料による検証

が必要であるとともに、彼が何故に上皇方とし

て戦ったのかを探求していかなければならな

い。 

公務公共一般横須賀支部 Ａ・Ｈ 

 

 

３／５（日）、横浜公園で

「かながわ県民集会」が開か

れ、１０００人を超える参加

で成功しました。集会では、

「戦争させない・９条壊す

な！総がかり行動実行委員

会」の高田健共同代表、日本

共産党のはたの君枝衆院議

員、民進党の真山勇一参院議

員が挨拶し、自由党の樋高剛

県連代表がメッセージを寄

せました。集会後、青年たち

のコールの先導で、赤レンガ

倉庫を通って桜木町までデ

モ行進しました。「プラカー

ド・デコレーションコンテス

ト」も行われ、最優秀賞は、

可愛い帽子を皆でかぶった

全国一般（保育士さんたちは

可愛かったです）、優秀賞は

神奈川土建や県職労連など

です。賞金は、優秀賞で５千

円と聞きました。 

学習協の新春古典講座、盛会！ 

今年の新春古典講座は、マルクスの「フランスにおける内乱」でし

た。１８７１年、労働者階級の世界最初の権力をうちたてたパリ・コ

ミューンを題材にした文献です。参加者の多くが、パリ・コミューン

とフランス革命を混同している中、講師の萩原伸次郎先生は、同時代

の日本の歴史に触れながら、迫力ある講義を展開しました。受講者た

ちは、革命後のフランスが、２度にわたり帝政に戻ったことを知り、

その中で誕生したパリ・コミューンと、その弱点を学びました。質疑

の中では、この文献が書かれた時期が、マルクスが未来社会論を発展

させた時期であったことも知りました。 

 

拡大幹事合宿報告第３回 
 

 三戸友澄と承久の乱 
 

 

 

 

 

 横須賀・三浦地区協議会 

 

 

地域の労働者と青年の結集をめざす 
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